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コラム

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成

二
十
六
年
は
全
国
各
地
で
大
雨
、
土
砂
崩
れ
、
火
山
の

噴
火
と
い
っ
た
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、
自
然
の
力

の
大
き
さ
、
そ
れ
と
同
時
に
一
人
の
人
間
の
小
さ
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
問
題
、

政
治
や
外
交
、
経
済
の
停
滞
な
ど
、
日
本
全
体
で
も
課

題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
医
療
の
分
野
も
同
様
で
、

医
師
の
偏
在
に
よ
る
地
域
医
療
の
担
い
手
不
足
と
い
う

問
題
は
未
だ
解
決
の
兆
し
が
見
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

当
院
は
「
地
域
の
皆
様
の
心
の
支
え
に
な
る
病
院
」

を
目
指
し
て
日
々
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
医
療
資

源
の
絶
対
的
な
不
足
は
気
持
ち
や
努
力
で
は
補
い
き
れ

ま
せ
ん
。
昨
今
の
医
療
は
、
個
々
の
病
院
が
そ
れ
ぞ
れ

に
医
療
を
行
う
「
病
院
完
結
型
」
で
は
な
く
、
一
次
医

療
機
関
と
二
次
中
核
病
院
が
役
割
を
分
担
し
て
地
域
全

体
の
医
療
を
形
作
る
「
地
域
完
結
型
」
が
理
想
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
医
療
機
関
の
良
好
な
連

携
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
様
の
医
療
に
対
す
る
ご
理

解
、
ご
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
〝
病
院
は
市
民
の
健
康
を
、
市
民
は
病
院
の
存
在
を
〞

支
え
合
い
、
大
館
市
の
医
療
を
共
に
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
、
病
院
と
し
て
最
大
の
事
業
で
あ
っ
た
電
子
カ

ル
テ
稼
働
に
際
し
て
は
、
救
急
外
来
を
二
日
間
休
診
し

た
ほ
か
、
機
器
の
操
作
等
の
不
慣
れ
の
た
め
、
一
部
で

待
ち
時
間
が
長
く
な
る
な
ど
ご
不
便
を
お
か
け
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、
改
め
て
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
皆
様
の

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
電
子
カ
ル
テ
で
す
が
、
ど
の

よ
う
な
利
便
性
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
今

ま
で
は
患
者
さ
ん
一
人
に
対
し
、
診
療
科
ご
と
に
カ
ル

テ
を
作
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
電
子
カ
ル
テ
で
は
一
人

一
カ
ル
テ
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
各

科
で
行
わ
れ
て
い
る
検
査
、
投
薬
等
の
デ
ー
タ
を
電
子

カ
ル
テ
上
で
即
座
に
得
る
こ
と
が
で
き
、
各
職
種
間
の

情
報
の
共
有
化
が
図
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
チ
ー
ム
医
療
に

取
り
組
み
易
く
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
我
々
が
常
に
求
め
、
追
い
続
け
な
け

れ
ば
い
け
な
い
医
療
の
質
の
向
上
に
繋
が
る
も
の
で
す
。

　

最
近
の
医
師
不
足
を
含
め
た
医
療
を
取
り
巻
く
状
況

は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
今
年
も
前
を
向
い
て
、

一
歩
一
歩
、
歩
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市立総合病院
院　長

舘
たて

岡
おか

　 博
  ひろし

市立扇田病院
院　長

大
おお

 本
もと

　直
なお

 樹
き

総合病院　新任医師紹介
産婦人科

田
た む ら

村　良
りょうすけ

介　先生
大館市の産婦人科医療に貢献で
きるように頑張ります。

泌尿器科

及
おいかわ

川　真
まさあき

亮　先生
よろしくお願いします。



　インフルエンザやノロウイルスの流行期に
入ったため、入院患者さんへの面会を制限し
ています。
　面会は原則としてご家族を中心とし、マス
クの着用をお願いしています。また、小さい
お子さんや発熱、せき、のどの痛み、吐き気、
嘔吐等の症状があり体調不良のかた、所属す
る学校や職場でインフルエンザやノロウイル
スが流行している
かたは面会をご遠
慮していただくよ
うご協力をお願い
します。

入院患者さんへの
　　　面会の制限について 　

昨
年
十
月
五
日
に
、
弘
前
大
学
大

学
院
の
大
山　

力
先
生
を
招
き
、「
膀

胱
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
」を
テ
ー
マ
と

し
て
第
九
回
が
ん
診
療
市
民
医
学
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
立
腺
が
ん
検
診
や
、
前
立
腺
が

ん
、
膀
胱
が
ん
の
最
新
治
療
な
ど
、

わ
か
り
や
す
く
ご
講
演
い
た
だ
き
、

当
日
は
一
四
〇
名
を
超
え
る
市
民
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

二
十
件
以
上
質
問
を

い
た
だ
く
な
ど
、
有

意
義
な
講
座
に
な
り

ま
し
た
。

弘前大学大学院
泌尿器科学講座
教授　大山　力先生

おおやま ちから

神経精神科
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　近年、メンタルヘルス（精神的健康）に関する問題が、
多くのメディアで取り上げられるようになりました。厚
労省は、これまでのがん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖
尿病の４大疾病に新たに精神疾患を加えて「５大疾病」
とし、平成25年度以降の医療計画に反映しました。そ
れに伴い、精神疾患が幅広い世代の人に起こりうる問
題であることが認識されるようになってきております。
　どんなに忍耐強く頑張り屋な人でも、過剰な仕事や
我慢を繰り返せば身体や精神に不具合を引き起こし、
社会生活上の困難を感じるようになります。また老い
は全ての人に訪れ、認知機能に影響を及ぼします。精
神科疾患が自分や身近な人にも起こりうる問題である
ことが理解され、地域でメンタルヘルスの問題をより
優しく見守れるようになることを切に願っております。
　当院精神科では、精神科救急を受け持ちながら、外
来および入院治療、デイ・ケア、訪問看護を通して急
性期から慢性期、病気の再燃予防まで対応できるよう
に鋭意努力している次第です。
　しかしながら、現在常勤として働ける精神科医師が２
名となっており、新患受付日を月、火、金曜とし原則と
して紹介状持参の患者および緊急性の高い患者に制限し
ております（医師の不在などによる休診のお知らせは病
院ホームページをご覧ください）。地域および関係各所
の皆様にはご迷惑をおかけし誠に遺憾ではありますが、
何卒御理解の程宜しくお願い致します。

（文責　神経精神科部長　中神　卓）
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　認定看護師とは、ある特定の看護分
野において熟練した看護技術と知識を
有すると日本看護協会が認定した看護
師です。看護ケアの質の向上を図るこ
とを目的とし、右のような３つの役割
があります。

　現在、認定看護師には22の分
野がありますが、当院には以下の
４分野に７名の認定看護師が在
籍しています。そのうち緩和ケア、
皮膚・排泄ケア、感染管理の分野
では、それぞれ１名ずつが専従の
看護師として活動しています。

◉がん化学療法看護（２名）
　患者さんが安心・安全にがん
治療を受けながら、自分らしい
生活を送ることができるよう、
より専門的な視点からサポート
します。

◉緩和ケア（３名）
　患者さんとご家族の身体の痛みや心のつらさ等に寄り添い、希望に添った生活を送ることが出来
るようにお手伝いします。 

◉皮膚・排泄ケア（１名）
　床ずれなどの創傷ケアのほか、尿・便漏れ、人工肛門につい
て専門的なケアを提供します。

◉感染管理（１名）
　院内で感染が広がらないように、手洗いや咳エチケット、消
毒等の感染防止対策を実施しています。

　私達、認定看護師は、患者さんの看護ケア向上に取り組
んでいます。一人で悩まずにいつでもお近くのスタッフへ
ご相談ください。

　総合病院では平成26年11月に電子カルテを導入し、医療情報システムを更新しました。システム更新によ
り他科での診療、検査、処方などの情報共有、照会が可能となり、患者サービスの向上と、より安全で質の
高いチーム医療の推進につながります。
　なお、システムの更新に伴い、操作方法や運用が変更され、受付や診療に時間がかかる場合があります。
皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

認 定 看 護 師 を 紹 介 し ま す ！

①実践：熟練した技術を用いた看護を実践する。

②指導：看護師に対し指導を行う。

③相談：専門内容についての相談に対応する。

総合病院
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当院に寄せられたご意見を、紹介していきます。

　救急外来を受診、点滴をし、痛み止めを処方され、翌日の再受診を指示されました。翌日に受診したところ、
一般患者と同じ扱いで何時間も待たされました。前日救急受診しているのだから、予約患者扱いにすべきだと
思います。救急外来の専門医ではない医師による診察で、症状が悪化したらどうするのですか。
（昨年７月に投函されたかたのご意見）

　ご意見ありがとうございます。当院では救急外来受診翌日の外来受診に際し、カルテ
が外来に届いた時点で内容を確認します。その後患者さんの体調などを確認し、場合に

よっては優先的に診察します。看護師から声がかからない時や、具合が悪い時には遠慮なくお声がけくだ
さい。
　今後も、より一層患者さんに寄り添った対応を心がけてまいります。

　処方薬が変更されましたが、明細書を見ると単価が２倍なうえ、ジェネリックに変更ができない薬でした。
必要で変更された薬だとは思いますが、医療費が増えるのは大変です。検査や薬の変更については、患者にしっ
かりと説明して欲しいです。（昨年５月に投函されたかたのご意見）

　ご意見ありがとうございます。急にお薬代が高くなったり、よくわからない検査料金
を請求されたりしたら、不安や不信感を持たれることと思います。病状の改善のため、

新薬の処方や新たな検査を行うことがありますが、より効果的な治療を目指すがために医療費の面まで考
えが及ばないことがあるかもしれません。
　患者さんには、治療について十分な説明を受け、それを理解したうえで、自らの選択と同意に基づく医療を
受ける権利があります。わからないことや不安な気持ちは、遠慮なく医師にお伝えください。より詳しい説明を
受けたり、一緒に解決の方法を考えたりすることができると思います。また、相談支援センターでは、各種制
度や社会資源の活用などにより、医療費のみならず様々なご相談を承っています。お気軽にご相談ください。

　初めての出産のため、不安な気持ちで入院しました。どのスタッフも親切で丁寧な応対で、短期間の入院で
したが、この病院に入院して本当によかったなと思いました。助産師さん一人ひとりの知識がしっかりとして
いて、どんな小さなことでも丁寧に指導してくれました。同じ女性として尊敬できるかたばかりで、この次、
機会があったらまたこの病院にお世話になりたいと思います。（昨年６月に投函されたかたのご意見）

　初めてのお産で安心して入院生活を送っていただくことができ、大変うれしく思いま
す。職員一同、これからも一層知識の習得に努め、今まで以上に患者さんの気持ちにしっ

かりと寄り添った看護を目指して参ります。
　また、県北唯一の地域周産期母子医療センターとして、質の高い看護を提供できるよう、今後も努力し
て参りたいと思います。

　６病棟入院中です。主治医の先生を核として、まわりのスタッフがしっかり連絡、報告する様子が見られ、
安心して療養できています。病棟の先生や職員のはきはきした応対や笑顔が患者を癒しています。これからも、
ベテランから若い職員の方まで、互いに教え合い、助け合って私たち患者のために貢献してくださることを期
待しています。（昨年４月に投函されたかたのご意見）

　心温まるご意見ありがとうございます。私たち職員にとって、患者さんからのこのよ
うなお言葉は大変励みになります。これからも安心・安全な信頼の得られる医療を目指

して、職員一同頑張って参ります。

「患者さんの声」より
救急外来受診後の再受診の受付対応を見直してください。

薬を変更するときにはしっかり説明してください。

初めての出産で不安でしたが、助産師さんのおかげで安心できました。

職員の雰囲気がよく、療養環境が整っていました。

病院から

病院から

病院から

病院から

総合病院



扇田病院です!扇田病院です!

臨床検査科 　当検査室では、現在６名の技師が担当して患者さんのさま
ざまな臨床検査データを、「迅速かつ正確に！」をモットーに、
担当医師へ報告するよう日々努力しています。
　今回は、昨年度および今年度に更新された測定機器を紹介
します。

【便潜血測定装置】
　便の中に血が混じっていないか調べる装置です。目的は大
腸がんのスクリーニング（ふるい分け）です。この検査で陽性
の場合、大腸にがんやポリープなどの出血の原因になる病変
の存在が強く疑われますので、大腸内視鏡などの精密検査が
必要になります。

【血圧脈波検査装置】
　体の比較的太い動脈の硬さや詰まりが無いかどうかを調べ
る装置です。両手足に血圧計を巻くような検査で、検査時間
は10分程度です。糖尿病や高脂血症、高血圧などをお持ちの
かたは動脈硬化が進行しやすいと言われていますのでお勧め
します。おおよその血管年齢も測定可能です。

　どちらの検査も人間ドックで良く行われる検査ですが、外
来で行うことも可能ですので、興味のあるかたはご相談くだ
さい。お待ちしております。

　地域連携室は、超高齢社会を迎え地域で必要とされている包括的ケアサービスの調整を行う要とな
る部門です。
　地域の他病院や診療所、介護・福祉事業所と連携・協力し、患者さんが医療や介護福祉サービス等
を上手に利用し、安心して住み慣れた地域で心おだやかな生活を続けられるように様々なお手伝いを
しています。

例えば、
　①急性期の医療機関から退院を勧められた場合に、病状が安定するまで入院できる「療養病棟」の受
け入れ窓口

　②かかりつけ医の先生が、入院が必要と判断した場合に病床を提供する「セミオープンベッド」の受付
　③在宅で医療を受けながら療養生活を続けたい患者
さんへの「訪問診察・訪問看護」サービスの調整

　④在宅療養や介護サービス利用中の不安（病状の変
化など）に関する、ケアマネージャーや介護事業
所との連絡調整

など、医療と介護を総合的に利用して安心安全な療養
生活を続けていただくために、当院が行う多様な医療
サービスと地域で行われている医療介護サービスをつ
なぐ総合窓口の役割を担っています。どうぞ、お気軽
にご相談下さい。
問地域連携室　☎0186－55－1255

血圧脈波検査装置 便潜血測定装置
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呼吸器・
循環器内科
消化器・血液・腫瘍内科
内分泌・代謝
神経内科
小　児　科

神経精神科

外　　　科
産 婦 人 科

眼　　　科

耳鼻咽喉科
整 形 外 科
泌 尿 器 科
皮　膚　科

脳神経外科

放 射 線 科
歯科口腔外科・
矯正歯科

新 患

受 付 時 間 初診　午前 8：30～11：00 再来　午前 7：30～11：00

曜 日科 名
9：30まで
月 火 水 木 金 備　　考

休　診 呼吸器　新患 9：30まで
　　　　再来 11：00まで
循環器　休診

10：00まで 9：30まで 10：00まで
休　診
9：30まで

9：30まで

10：00まで（火曜日は再来のみ）

休　診
予約のみ

予約のみ 予約のみ予約のみ予約のみ

10：30まで
再来予約のみ

休　診 9：30まで

10：00まで 10：00まで

新患は原則として紹介状が必要です。
新患の受付については左表のとおり
です。（注※）
新患は原則として紹介状が必要です。

新患は原則として紹介状が必要です。
神経内科の受付は再来のみとなって
います。

新患は原則として紹介状が必要です。
新患の診察時間は14：00からとな
ります。（注※）

新患は原則として紹介状が必要です。

新患は原則として紹介状が必要です。

新患は原則として紹介状が必要です。

木は再来予約のみの受付となります。

新患は原則として紹介状が必要です。
専門外来は予約制。

再来は予約制。

新患は木のみで紹介状が必要です。

再 来

新 患 10：00まで 10：00まで 休　診 休　診 10：00まで
再 来

新 患
再 来

甲状腺
診療

甲状腺
診療

新 患
再 来

外来診療のご案内
～総合病院～

内科・外科

整 形 外 科
耳鼻咽喉科
眼　　　科

午 前

曜 日科 名 月 火 水 木 金 備　　考

急患のみ
 8：30～11：00

休　診 休　診 休　診 休　診 8：30～11：00
休　診 1：00～3：00 休　診 休　診

休　診
休　診

5：00～6：30 休　診 5：00～6：30 休　診 5：00～6：30
午 後
夕やけ（午後）
午 前
午 後

～扇田病院～

特段の記載がない場合は、上記の受付時間になります。

医師の都合や手術などのため、休診や
受付時間を変更する場合があります。

●「もっともっと知ろう緩和ケア」を開催します ●看護師奨学生を募集しています
　大館市立病院（総合病院、扇田病院）では、１月30日㈮まで、平成27年
度看護師奨学生を募集しています。看護師を養成する学校等に入学予
定または在学中で、卒業後に大館市立病院へ勤務する意思を有するか
たが募集の対象となります。詳しくは総合病院ホームページをご覧い
ただくか、総合病院総務課までお問い合わせください。
総合病院　総務課　☎0186－42－5370
総合病院ホームページ　http://www.odate-hp.odate.akita.jp

　総合病院では市民の皆さんを対象に、緩
和ケアの講演会を行っています。今年度は
以下の日程での開催を予定していますので
お気軽にご参加ください。
 日時　２月４日㈬、２月18日㈬　11：00～ 12：00
　　　　（講演会のほかポスターの掲示も行っています。）
 場所　３階ギャラリー

　総合病院では、今年度呼吸器・循環器内科の常勤医師が２名減となり、現在は医師３名で診療にあたっ
ています。そのため、呼吸器内科の入院診療や一部の検査について実施できない状況になっています。皆さ
まにはご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

（注※）問診等の結果により後日改めての診察となる場合がありますのでご了承ください。
◎新患はできるだけ紹介状（診療情報提供書）の持参をお願いしています。
◎この表における紹介状とは、医療機関から発行される診療情報提供書のことを指します。

呼吸器・循環器内科
よりお知らせ

総合病院・扇田病院
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　昨年11月８日に、市内の高校１、２年生を対象とした病院見学会を開催しました。
　この見学会は、様々な職種の職員が協力して医療を提供している病院という職場
について興味を持ってもらうことで、地域から将来の医療従事者を育て、確保する
ことを目的として昨年度に引き続き開催したものです。
　今回は、弘前大学大学院医学研究科に設置している「大館・北秋田地域医療推進学
講座」の事業として、弘前大学医学部の医師による模擬講義なども行われ、当日は66
名が参加しました。

　秋田県が主催する「高校生メディカルキャンプ」が、
当院を会場に昨年10月31日に開催されました。
　医師確保対策として、将来医師を志す高校生を対象
に秋田県が毎年行っているもので
す。高校生５名が参加し、現役医師
の講話や医療機器の説明を受ける
など医師の仕事についての理解を
深める良い機会になったようです。

　明けましておめでとうございます。新たな１年が始まるとともに、白鳥が舞う寒い季節となりました。
表紙の写真は市内豊町の富樫　弘さんに提供していただきました。ありがとうございます。インフルエ
ンザも流行期に入り心配ですが、この時期は転倒して骨折されるかたも多くなります。屋外のみならず、
屋内の床にもご注意ください。
　今号も充実の内容となっていますので、お正月休みのお供にしていただければ幸いです。

（編集委員長　田辺　壽太郎）

病院見学会を開催しました

総合病院
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